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論 文 内 容 の 要 旨 
 
1. 研究目的とその内容 
 ジョージ・オーウェル（George Orwell, 1903-50）、本名エリック・アーサ ・ーブレア （ーEric Arthur Blair）
には、常に政治的な作家であるという印象がつきまとう。たしかに、当時インド帝国属領だったビル
マでの帝国警察官としての勤務（1922-27）、パリの貧民街やロンドンでの浮浪者との生活（1927-30）、
イギリス北部の失業炭鉱労働者の現地調査（1936）、スペイン内乱（1936-39）における反ファシスト
軍の一員としての従軍（1937）などの体験から得た貧困と圧制という題材を好んで小説の中で取り上
げ、オーウェル自身の体験が作品に直接的にせよ、間接的にせよ、結びついており、その意味ではオ
ーウェルは政治的作家であると言える。パリやロンドンでの窮乏生活は『パリ・ロンドン放浪記』（Down 
and Out in Paris and London, 1933）に、ビルマでの体験はイギリス帝国主義政策の行き詰まりを描いた
最初の長編小説『ビルマの日々』（Burmese Days, 1934）に結実した。また、困窮した労働者階級への
取材はルポルタージュ『ウィガン波止場への道』（The Road to Wigan Pier, 1937）に、スペイン内乱で
の経験は、これもルポルタージュ『カタロニア賛歌』（Homage to Catalonia, 1938）に、そして革命理
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念の裏切りと腐敗堕落を描いた『動物農場─おとぎばなし』（Animal Farm: A Fairy Story, 1945）や全体
主義独裁体制の恐怖を描いた『一九八四年』（Nineteen Eighty-Four, 1949）に反映され、オーウェルの
体験が集約されている。しかし、オーウェルを優れた政治的な作家であると呼ぶことは、彼の主要な
才能の一部を指摘したに過ぎないと考える。オーウェルはなによりもまず創造的想像力を駆使し、さ
まざまな文学手法や表現形式を用いて、小説を書き続けた小説家であった。オーウェルは、周到に物
語を組み立て、模倣やパロディの手法を好み、小説にさまざまな仕掛けを施し、文学的実験を繰り返
した。小説構築に利用した文学ジャンルは、植民地小説、未来小説、ディストピア小説（逆ユートピ
ア小説）、動物寓話、政治的寓意小説、ファンタジー小説、風刺小説、自然主義小説、ピカレスク小説
など多岐にわたる。 
 本論文の目的は、植民地小説『ビルマの日々』、自然主義小説『空気を求めて』（Coming Up for Air, 
1939）、動物寓話、政治的寓意小説『動物農場』、そして未来小説、ディストピア小説（逆ユートピア
小説）『一九八四年』の四作品を取り上げ、物語作品としてのテクストを綿密に読み解くことにより、
オーウェルがいかにして豊穣な作品世界を構築したのかを検証することである。より具体的に言えば、
上に挙げた長編小説に散見する動物に関する比喩表現、動物にまつわるエピソード、さらに「嗅覚」、
「味覚」、「触覚」、「聴覚」などを中心とした「感覚」描写に着目し、これらの比喩表現や描写、エピ
ソードが作品中に果たす役割や機能を分析する。 
 これまでのオーウェル研究は、小説そのものを取り上げるというよりはむしろ、オーウェルの政治
思想の分析、政治的側面の考察に焦点がおかれることが多かった。このような研究手法は、オーウェ
ルの一面しか捉えられず、彼の小説がもつ豊穣さを見逃しがちであった。論じられる作品も、『パリ・
ロンドン放浪記』や『ウィガン波止場への道』などのルポルタージュ、「絞首刑」（“A Hanging,” 1931）、
「象を撃つ」（“Shooting an Elephant,” 1936）などのエッセイ、そして後期の小説『動物農場』と『一
九八四年』などに偏りがちであった。 
 オーウェルの小説に自伝的要素が強いため、エッセイ、伝記的事実と小説の関係、小説と彼の政治
的体験の関わりに重点が置かれ、作品そのものよりも彼の生涯が重要であるという時代がしばらく続
いた。オーウェルが伝記を書いてはならないと遺言したため、ある時まではオーウェルに関する情報
が限られてしまい、彼の生涯は神秘化されてしまう。しかし、その後バーナード・クリック（Bernard 
Crick）、マイクル・シェルデン（Michael Shelden）、ジョージ・ウッドコック（George Woodcock）など
の優れた評伝が続々と登場し、オーウェル研究は厚みを増した。 
 オーウェルの小説解釈や技巧分析の上で大きな貢献を果たしたのは以下の論考である。ロバート・
A・リー（Robert A. Lee）は、『オーウェルの小説』（Orwell’s Fiction, 1969）において、オーウェルの小
説が、ルポルタージュやエッセイなどのノンフィクションの引き立て役になっていると指摘し、主要
な小説にあらわれた象徴、視点、隠喩などの技巧に焦点を絞って緻密な考察をおこなった。ジェフリ
ー・メイヤーズ（Jeffrey Meyers）の『オーウェル入門』（A Reader’s Guide to George Orwell, 1977）は、
初期小説の『ビルマの日々』と『空気を求めて』を取り上げ、作品に密着した鋭い分析が随所にみら
れる示唆的な論考である。リネット・ハンター（Lynette Hunter）の『ジョージ・オーウェル─声を求
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めて』（George Orwell: The Search for a Voice, 1984）は、作品中で使用されるイギリスの伝承童謡など
にも言及した画期的なものである。 
 日本でオーウェルの初期作品を取り上げた論考には、以下のものがある。奥山康治の『オーウェル
─時代を超える精神』（1999）、高井貫一の『G・オーウェル研究─初期作品研究』（2000）は初期作品
のテーマ、イメージ、構成などを詳細に分析している。高橋鍾『オーウェル文学の源流を求めて─そ
の創造的想像力の源泉』（2009）においては、『空気を求めて』と『葉蘭をそよがせよ』（Keep the Aspidistra 
Flying, 1936）における一人称の問題や円環構造が分析されている。 
 
2. 各章の内容 
2.1 第一章『ビルマの日々』における「動物」表象 
第一章では、オーウェルの処女長編小説『ビルマの日々』を取り上げる。この作品は、いわゆる植
民地小説の系譜に属している。オーウェルはイートン校卒業直後の 1922 年から 1927 年にかけての 5
年間、インド帝国警察官として当時インド帝国属領だったビルマで過ごした。この作品には、オーウ
ェルの植民地警察官としての苦い経験が反映されている。本章では、主人公ジョン・フローリ（John 
Flory）にまつわる動物の比喩表現や動物に関係するエピソードに焦点を当て、これらの比喩表現やエ
ピソードが最終的に自殺にいたる彼の運命を暗示するように構築されていることを跡付け、『ビルマの
日々』におけるオーウェルの意図を明らかにする。 
 『ビルマの日々』はビルマの熱帯林を舞台にしており、野生動物に関する描写が頻出する。とくに
注目すべきは、雄馬、海亀、キリギリス、鰐の他、蛇、犬、猫、鳩、水牛、豹などの動物や昆虫、そ
して魚類などを用いた比喩表現が多出することである。イギリス人も現地人も多種多様な動物に喩え
られている。フローリの人生上での重要な出来事には、野良犬、水牛、鳩、豹などの動物にまつわる
エピソードや比喩表現が深く関わっている。 
 最初に、犬の比喩表現がどのように用いられているのか検証する。現地人、たとえば白人クラブの
ボーイ長などの使用人階級の人々はほとんどが犬に喩えられている。現地人が白人に対して従順さや
隷属を示していることを強調する際に「犬」の比喩表現が用いられている。白人で犬に喩えられてい
るのは、フローリだけであり、興味深いのは、フローリ自身が、自分を不甲斐ない卑怯な野良犬に喩
えていることである。フローリは野良犬が月に向かって遠吠えしているのを聞き、起き上がって銃で
野良犬を撃とうとする。このとき彼は自分自身のことを「野良犬」に喩え、白人クラブで現地人の友
人ヴェラスワミ（Veraswami）に対して取った自分の卑怯な態度、裏切り行為を自己批判する。フロー
リが自分自身を「野良犬」と呼んで自分を罵倒するこの場面には、彼の現地人に対する共感と同情が、
さらにはイギリスの植民地支配に対する怒りと嫌悪が秘められている。フローリに犬の比喩が用いら
れているのは、彼が現地の白人の中では唯一現地人に心情的に近しい存在であることを示すためであ
ろう。ここで注目すべきはフローリが再びライフル銃を取り上げ、遠吠えしている黄色い野良犬に向
かって発砲することである。野良犬に銃を向けるということは、自分自身に銃を向けるということで
あり、この場面は、小説の終わりにおけるフローリのピストル自殺を暗示している。 
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次に、水牛にまつわるエピソードを考察する。フローリとイギリス人女性エリザベス（Elizabeth 
Lackersteen）の出会いは、三日月形の角を持った水牛が仲立ちをしている。フローリが水牛に怯えて
いるエリザベスを救ったことから二人は親しくなる。実は、水牛の三日月形の角と呼応するようにフ
ローリの頬にも三日月形の痣がある。フローリの痣は、植民地生活に馴染めないことに由来する彼の
孤独感と疎外感、そしてビルマ統治に対する罪悪感・嫌悪感を象徴的に示している。恐怖と嫌悪の対
象である三日月の角がある水牛が仲立ちとなった二人の出会いは、二人が自然界から離れると、徐々
に破局へと向かう。ジャングルの中で水牛の三日月の角に怯えたエリザベスは、白人社会に立ち戻る
と、フローリの三日月形の痣が嫌悪すべきものに見えてくる。水牛の角と同じ三日月の痣のあるフロ
ーリは、エリザベスにとって、結局は共感しえない相手であることを示唆する。 
鳩と豹のエピソードは以下のように描かれる。フローリは、超然として空高く跳び、下界に降りて
こない、美しく繊細で孤独を愛する緑鳩に、現地の白人の中で孤立し誰にも理解されずに孤独に暮ら
している自分自身を重ね合わせる。しかし、フローリは、エリザベスが彼と同一視していた大鳩を、
エリザベスとともに狩猟に出かけた際に、撃ち殺してしまう。この行為もまた、後の彼自身のピスト
ル自殺を暗示している。豹にまつわるエピソードは、以下のようなものである。フローリは、エリザ
ベスに頼まれて雄の豹を仕留める。狩りの記念に、仕留めた豹の皮をはいでなめすが、処理が悪くて
皮が腐ってしまい悪臭を放つ。フローリは、悪臭を放っているのが豹の皮ではなく、自分自身である
ような気がする。豹のエピソードもまた、フローリが死ぬべき運命であることを示唆している。 
犬、水牛、緑鳩、豹などの動物の比喩表現やエピソードがフローリの自殺にいたる運命を示す伏線
として用いられている。フローリは、西欧の理想である平等の意識と現実の植民地における差別や不
平等との矛盾を解消できず、自己欺瞞に苦しみ、植民地での生活に行き詰まりを感じる。失恋が直接
的な原因ではあるものの、自己の弱さに絶望し、彼は自殺せざるを得ない。フローリの自殺という救
いようのない結末によって、オーウェルは、イギリスの植民地支配に対する怒りと嫌悪を浮き彫りに
し、さらには帝国主義体制に取り込まれ、図らずもその手先として生きざるを得ない個人の不甲斐な
さ、情けなさ、屈辱感、罪悪感、道徳的腐敗を明らかにしようとした。オーウェルは、帝国主義に荷
担したという罪悪感、自責の念を解消するために、『ビルマの日々』の主人公フローリを死なせたとも
言える。このように、オーウェルは、さまざまな動物表象、動物に関するエピソードを用いて、『ビル
マの日々』の文学世界を色彩豊かに創り上げたのである。 
 
2.2 第二章『空気を求めて』における「におい」 
 第二章では、オーウェルの第四作目の小説『空気を求めて』を取り上げる。『空気を求めて』は、さ
まざまな小説技法を駆使した意欲的な作品である。この作品は主人公の中年男性ジョージ・ボウリン
グ（George Bowling）が、少年時代に釣り損ねた大鯉を釣るために、少年時代を過ごしたテムズ川の
ほとりにある故郷ロウワー・ビンフィールド（Lower Binfield）を 20 年ぶりに再訪する物語である。
この作品では、オーウェルには珍しく一人称の語りが採用されており、ボウリングの意識の流れが描
かれている。彼の意識の中で、現在、過去、未来が交差する。過去は、平和で緑豊かな自然が存在し
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たボウリングの少年時代（エドワード王朝時代、1901-10）である。現在は、戦争勃発の脅威におびえ
ている殺伐とした 1930 年代中ごろの世界であり、未来は、戦争勃発後の荒廃した陰鬱な世界である。
『空気を求めて』において、とりわけ少年時代の回想の場面に、パーチ、鯉、といった具体的な魚の
名前が頻出し、魚釣りに関する言及やエピソードが満ち溢れている。さらに注目に値するのは「にお
い」の描写が豊富なことである。そこで、本章では、魚釣りと「におい」の描写に着目し、これらが
作品の中でいかなる役割を担っているのかを分析し、作者オーウェルの創作意図を探る。 
 魚釣りのエピソードに付随して、かならず草花や食べ物の「におい」が描写される。「におい」と
魚釣りは、ボウリングが過去を思い出すきっかけとなり、過去と現在の対比を表現する上で重要な役
割を果たしている。少年時代の回想は魚釣りのエピソードが中心になっており、8 歳の時に初めて魚
釣りを経験し、魚釣りは彼にとって、安らぎや静けさ、喜びの源である。ウィキョウやペパーミント
の「におい」を胸いっぱいに吸いながら、うきが水の下にもぐるのを見、魚が糸を引きつけるのを手
に感じる。竿が引っ張られる感じや、七色に輝く鮮やかなうろこを見て、魚を釣りあげたときの感触、
喜び、躍動感を体験する。緑豊かな自然の中で五感を駆使しての魚釣りは、少年ボウリングの感性を
刺激し、感情を豊かにする。心の中に素晴らしい感情を沸き立たせる少年時代の数多くの魚釣りのエ
ピソードの中でも特に重要なのは、大きな鯉を釣り損ねたというエピソードで、45 歳になった現在で
も彼は、ペパーミントの香りと共に釣り損ねた大鯉を忘れられない。 
戦争の脅威にさらされている「現在」は、魚釣りをする場所や風景が異なるだけではなく、少年時
代とは対照的に、「におい」の描写が極端に減少している。少年時代に釣り損なった大鯉のいた池も埋
め立てられ、空き缶などのゴミ捨て場になっている。魚の泳ぐ水音すら聞こえず、何の「におい」も
しない。たまに嗅ぐことのできる「におい」と言えば、ソーセージの不快な「におい」、ガソリンの「に
おい」、レインコートの「におい」、たばこの「におい」などであり工業化社会を象徴する人工的な「に
おい」である。「現在」で描写される「におい」は、「過去」で描かれる「におい」とは対照的に、将
来に対する思考が否定的な方向に向かざるを得ないことを示唆する。つまり、戦争が迫る現在におい
て、「におい」の描写の減少や、工業的な「におい」は、戦争勃発の脅威にさらされている状況を示し、
個人の嗅覚の鈍化や感性の不毛、閉塞状況などを象徴的に示している。 
オーウェルは、『空気を求めて』において、戦争をはじめとする政治的状況が個人に及ぼす影響を
嗅覚という感覚レベルで、すなわち瑞々しい感情が抑圧され、意識が狭められていく様子を、魚釣り
と「におい」の描写を組み合わせて描いている。この作品において、少年時代の回想や記憶の中では、
魚釣りのエピソードとともにさまざまな「におい」が描写され、「におい」の描写を通して、「過去」
の時代における豊穣さ、感性の瑞々しさ、豊かさ、自由、平和が示唆される。一方、小説の「現在」
においては「におい」の描写が極端に減少し、工業的な「におい」が漂い、人々の感性の不毛さや感
情の欠落が象徴的に示される。ボウリングが魚釣りをしながら一個人としてさまざまな「におい」を
感じ取る姿を描くことで、オーウェルは自由な「私人」、「個人」としての姿勢を確保することの重要
性を示唆した。それと同時に、政治的状況が「私人」の空間を徐々に侵食することに対する危機感も
感じ取っていた。『空気を求めて』において、オーウェルは、過去を、支配を受けず自分だけの自由な
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空間が確保でき、豊かに立ち込める「におい」を充分に嗅ぐことのできる、感性豊かな時代として郷
愁を込めて描き、そうすることにより閉塞感が漂う現在と殺伐たる未来をより一層際立たせ、個人の
自由や豊かな感性を奪う戦争が間近に迫っていることを警告したのである。 
 
2.3 第三章『動物農場』に見られる動物寓話と「感覚」描写 
 第三章では、第五作目の小説『動物農場』を取り上げる。『動物農場』はジョナサン・スウィフト
（Jonathan Swift, 1667-1745）の『ガリヴァー旅行記』（Gulliver’s Travels, 1726）の影響を受けており、
動物寓話、政治風刺小説に属する作品である。革命理念の裏切りと腐敗堕落という政治的な内容では
あるが、「おとぎばなし」（A Fairy Story）という副題が示すように、子どもでも読めるような親しみや
すく平明な文体を用いて、ユーモアとペーソスをこめて動物たちが描かれており、優しく心和む魅力
が漂っている。本章では、動物たちの嗅覚、味覚、聴覚などの感覚に関する描写に注目し、失敗に終
わった革命をいかに描いているかを検証する。 
『動物農場』には、動物寓話にふさわしく雄豚、犬、雌鶏、鳩、羊、雌牛、雄と雌の輓馬、ロバ、
山羊、アヒル、猫、大カラス、野ねずみ、野うさぎなど多数の動物が登場する。『動物農場』において、
人間は資本家として、動物たちは共産主義者として描かれている。ナポレオン（Napoleon）、スノーボ
ール（Snowball）、スクィーラー（Squealer）などの支配者の豚たちは、ロシア革命で活躍した革命家
がモデルとなっている。オーウェルの豚嫌いが反映されて、どの豚も肯定的な意味づけはなされてい
ない。 
 革命を成功させた翌日の動物たちの行動は、「感覚」描写の好例である。早朝、動物たちは牧草地に
走って行き、あたりをじっくり見渡し、朝露の中を転げまわったり、芳ばしい夏草を口いっぱいにほ
おばったり、豊かな土の「におい」をくんくんと嗅いだりする。動物たちの自由になった喜びが、彼
らの触覚、味覚、嗅覚、視覚を通して表現され、五感を介して農場全体が自分たちのものになったの
だと実感する。さらに、人間のためではなく自分たちのために生産した食料を口にすることで鋭い喜
びも感じとる。人間に支配されていたときには、自由に転げまわったり、「におい」を嗅いだり、食べ
物を味わったり、歌を歌ったりするなどの個人的な行動は許されなかった。動物たちが五感を心ゆく
まで自由に働かせた場面を描くことによって、人間たちに支配されていたときの圧迫感、抑圧感が逆
に浮かび上がってくる。 
動物たちは、農場名を「荘園農場」（Manor Farm）から「動物農場」（Animal Farm）へと変更し、動
物たちの理想社会の実現に向けてスタートを切るが、次第にナポレオンを中心とする豚たちが、他の
動物たちを独裁的に支配するようになる。ナポレオンたちの独裁体制になると、それに比例して他の
動物たちの感覚は萎縮していく。動物たちは自分の感覚ではなく、支配者の感覚に頼るようになる。
ナポレオンは他の動物たちを支配するために嗅覚を積極的に働かせ、嗅覚を利用して主観的判断の正
当化を図る。風車をめぐってスノーボールと論争がおこなわれたとき、ナポレオンは風車の設計図を
調べにやってきて、「におい」を嗅ぐ。また、風車が破壊されてしまったとき、ナポレオンは、率先し
て先頭に立ち、「におい」を嗅いで、スノーボールが忍び込んでいると主張する。ナポレオンの行為は
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動物たちに見えない恐怖を植え付け、ナポレオンは自分の嗅覚で得た情報のみを根拠に、独断的にス
ノーボールを裏切り者にしていく。ナポレオンにとって、嗅覚は、虚偽を真実と言いくるめるための
道具であり、虚偽を正当化するためのものでもある。ナポレオンは自身の嗅覚を利用して、独裁支配
を確実なものにしていく。一方、豚以外の動物たちは、自分たちの味覚、嗅覚など五感を働かせる場
面は一切登場しなくなる。 
 スターリンが強行した「大粛正」のパロディの場面では、ナポレオンが甲高く鼻を鳴らすと、犬た
ちが前に飛び出し、4 匹の豚をつかまえる。豚が罪を自白するとすぐさまのどをかみ切る。このよう
にして 3 羽の雌鶏、１羽のガチョウ、3 匹の羊が告白し、処刑された後、ナポレオンの足元には動物
たちの死体の山ができあがり、血生臭い「におい」が重く立ち込める。革命を成功させたときに動物
たちが味わった草木や土の自然な香りが漂うのではなく、ジョーンズ氏を追放したとき以来の「血生
臭さ」が漂う。この場面は、動物たちの悲惨さ、悲痛な思い、独裁体制の残酷さが表されている。 
 豚の独裁という圧制下で、動物たちは、冬の間食糧不足で、空腹と寒さ、ハエに苦しむようになり、
味覚を十分に満足させることができず、かつてのように自由に感覚を働かせることができなくなる。
ある時、動物たちが嗅いだことのないようなおいしそうな「におい」が小さな醸造所から漂ってくる。
動物たちはくんくん嗅いで、夕食にほかほかの麦芽汁がでてくると期待するが、大麦はすべて豚に独
占されてしまう。味覚を満足させることができるのは、豚たちだけである。独裁的な支配による不自
由さが、味覚を満足させられないことで、苦痛を表している。オーウェルは、動物寓話という文学形
式をうまく使って、直接的にはスターリン主義的な革命の失敗を描き、間接的には革命一般、過去の
そして未来のあらゆる革命の虚しさを描いたと言える。 
 
2.4 第四章『一九八四年』に見られる「感覚」描写 
 第四章ではオーウェルの最後の小説『一九八四年』を取り上げる。『一九八四年』は、全体主義独裁
体制の恐怖を描いた未来小説であり、逆ユートピア小説である。この作品は、陰鬱な世界を描きなが
ら、伝承童謡「オレンジとレモン」（“Oranges and Lemons”）を小説の枠組みにすることにより、オー
ウェル自身が楽しんでいることが窺われる作品である。主人公ウィンストン・スミス（Winston Smith）
は「オレンジとレモン」の伝承童謡に関心を示すが、過去の記憶を奪われているため、歌詞も遊び方
も知らない。彼がこの童謡の歌詞を知ることが、彼の破滅を導くことにつながる。 
 本章では、『一九八四年』に頻出するヴィクトリー・ジン（Victory Gin）、コーヒー、ワイン、チョ
コレートなどの嗜好品、そして味覚、嗅覚などの「感覚」描写に着目し、日常的でありふれた嗜好品
を象徴的に用いて、オーウェルが全体主義的体制の批判をいかに構築しているのかについて考察する。
「におい」に関する描写のなかで、とくに注目に値するのは、ヴィクトリー・ジンの「におい」であ
る。『一九八四年』において、ヴィクトリー・ジンは多義的な意味を持っている。主人公のウィストン・
スミスは、自宅で油くさい中国酒のような「におい」のするヴィクトリー・ジンを飲む。ヴィクトリ
ー・ジンは硝酸のような味がするだけでなく、実際に飲むとゴム製の棍棒で後頭部を殴られたような
衝撃が襲う。しかし次の瞬間には、世界が前よりも陽気に見えてくる。彼の勤めている真理省の食堂
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にも、シチューの「におい」よりもヴィクトリー・ジンの放つ毒気が立ち込めている。食堂でヴィク
トリー・ジンを飲むととたんに食欲が出てくる。ヴィクトリー・ジンのおかげで、酸っぱくて金臭い
「におい」を放つ不味いシチューを食べることができるのである。しかし、ヴィクトリー・ジンの酔
いから醒めると、落ち込んだ気分だけが残る。このように、ヴィクトリー・ジンは全体主義社会で生
きる苦痛や不快感を和らげ、全体主義体制に対する恐怖感を麻痺させる働きを担っている。 
 ウィンストンは、恋愛禁止という党則に違反して、ジューリア（Julia）と恋人同士になり、人間ら
しい感性を取り戻す。するとヴィクトリー・ジンを飲まなくてもやっていけるようになる。しかし、
その後、ウィンストンは思想犯として逮捕され、拷問に掛けられ、洗脳されてしまう。釈放後、喫茶
店でグラス一杯のヴィクトリー・ジンを飲まされる。これにはクローブで味付けしたサッカリンが混
ぜられている。党が配給するヴィクトリー・ジンとサッカリンを口にすることは、ウィンストンが完
全に党に屈したことを意味する。釈放されたあとのウィンストンは、昼夜ヴィクトリー・ジンの「に
おい」が自分にまとわりついているのを感じ、彼にとってヴィクトリー・ジンは生活する上で必要不
可欠な品物となる。ウィンストンの嗅覚や味覚は党によって完全に支配されており、ヴィクトリー･
ジンの「におい」は党の執拗な支配を象徴的に表している。小説の最後で、ウィンストンはジンのに
おう涙を 2 滴だけ流して、独裁者ビッグ・ブラザー（Big Brother）を心から愛するようになる。ヴィ
クトリー・ジンの「におい」が、ウィンストン個人の体内から涙として溢れ出るということは、党の
支配が彼の涙腺にまでおよび、彼の感覚、つまり内面を統制していることを意味する。 
 『一九八四年』において繰り返し登場する嗜好品は、ヴィクトリー・コーヒー（Victory Coffee）、ヴ
ィクトリー・シガレット（Victory Cigarette）、紅茶、そしてチョコレートである。ヴィクトリーという
名がついているものは、いずれも党からの配給品であり、質も味も悪い。これらの嗜好品は、党によ
る全体主義支配を象徴する製品である。配給のチョコレートには、汚れたイメージが付与されており、
全体主義社会の貧困、不正、恐怖を象徴的に表している。ヴィクトリーという言葉がつかない「本物」
のコーヒーやチョコレートも登場する。「本物」のコーヒーは、良い香りを放ち、「本物」の砂糖を入
れて飲むと絹のような舌触りである。またウィンストンは「本物」のチョコレートを食べると自分自
身の幼少期を思い起こす。これらの「本物」のコーヒーや「本物」のチョコレートは、ウィンストン
の嗅覚と味覚を刺激して、彼に全体主義体制下で抑圧されている個人的な体験、内面にある個人的な
感情を蘇らせる働きを持つ。 
 全体主義体制下の社会には思想的自由も感情的自由もない。『一九八四年』の世界では支配者ビッ
グ・ブラザーに対する愛情以外はいかなる愛情もすべて否定されている。ヴィクトリー・ジンは、抑
圧体制に対する不満や怒り、苦しみを軽減させ、自己の感覚機能を麻痺させる働きがある。一方、配
給物ではないコーヒーやチョコレートには、個人の感覚を刺激し、全体主義体制下では否定されてい
る思想の自由、感情の自由を想起させる契機を作る。オーウェルは、『一九八四年』において、ものを
感じ取る感覚機能を失っていく様を描くことによって、全体主義体制の恐怖を描いたのである。 
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3. 結論 
 オーウェルは、「なぜ私は書くのか」（“Why I Write,” 1946）において、「自分が過去 10 年間を通して
もっともやりたいと思ったことは、政治的著作を芸術にまで高めることであった」（6）と記している。
オーウェルの小説家としての歩みはまさにこの言葉に集約される。オーウェルは、イメージや象徴、
隠喩などを多用し、さまざまな文学手法や表現形式を用いて、周到に物語を組み立て、模倣やパロデ
ィの手法を用いて小説に種々の仕掛けをほどこした。本論では、オーウェルの試みた種々の仕掛けの
一つとして、「動物」表象、味覚や嗅覚などの「感覚」描写に焦点を当て、日常的でありふれたものを
象徴的に用いて、オーウェルが全体主義的体制の批判をいかに構築しているのかについて考察した。
オーウェルは、ビルマの美しい自然、動物、田園風景と魚釣り、過去、感覚や嗜好品に対して、強い
愛着を示した。これらは、いずれも、日常的で些細な事柄と言える。戦時中や全体主義的体制下など
では、日常的な事柄を目や耳、口、鼻、手などで感覚的に楽しみ、人間としてきわめて当然の落ち着
いた日常生活を送ることは非常に困難である。同様に、身近な事柄に強い愛着を示したり、自分の好
む通りに生活したりすることも、ほとんど不可能と言える。オーウェルは、日常生活を自分の望む通
りに送ることがいかに難しいかを、大上段に構えた形ではなく、些細で身近なものを描くことにより、
示唆しようとしたのであろう。オーウェルは「動物」表象と「感覚」描写を用いることを通して、ま
さに政治的著作を芸術にまで高めたと言えるのである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文の目的は、ジョージ・オーウェル（George Orwell, 1903-50）の小説に頻繁にあらわれる動物
の比喩表現と味覚、嗅覚、視覚などの感覚描写を分析し、その多義的な機能を探ることによって、彼
の豊穣な文学世界構築を可能にした文学手法を解明することである。 
 第 1 章では、『ビルマの日々』（Burmese Days, 1934）を取り上げている。この作品に頻出する犬、水
牛、鳩、豹などに関する挿話や比喩表現を綿密に分析し、動物や鳥の比喩表現や挿話が最終的には自
殺に至る主人公フローリの運命を暗示するように多層的に構築されていることを跡付けている。犬の
挿話の分析には示唆に富む点が多々ある。 
 第 2 章では、『空気を求めて』（Coming up for Air, 1939）を扱っている。この作品に繰り返し描かれ
る魚釣りの挿話と嗅覚の描写に着目し、オーウェルは、魚釣りの挿話と嗅覚の描写を組み合わせて用
いることによって、抑圧的な状況下で、個人の瑞々しい感情や感覚が抑圧され、意識が狭められてい
く様を象徴的に描くことに成功していると論じている。抑圧的な状況が、個人に及ぼす影響を嗅覚と
いう感覚レベルで捉えて表現するのはオーウェル独特の手法である、という指摘は興味深い。 
  第 3 章では、『動物農場』（Animal Farm, 1945）を取り上げ、動物の嗅覚、味覚、聴覚などの五感に
まつわる描写に焦点を当て、五感の多義的な意味を考察している。独裁者の豚が嗅覚を武器にして豚
以外の動物を支配していく一方、豚以外の動物の嗅覚、味覚などの感覚機能が麻痺し、豚に隷属して
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いく過程を対比的に分析している部分は、示唆的である。 
 第 4 章では、『一九八四年』（Nineteen Eighty-Four, 1949）を扱っている。この作品に頻出するジン、
コーヒー、ワイン、チョコレートなどの嗜好品の担う役割を検証し、さらに嗜好品を描く際に用いら
れている味覚、嗅覚、視覚、触覚などの感覚描写の意義を小説全体のテーマと絡めて分析している。
全体主義体制が個人を感覚レベルで制約し閉塞状況に追い込んでいく様子を、感覚にまつわる日常的
で些細な事物によって、浮き彫りにしている、という指摘は説得力がある。 
 以上、本論文は、これまで包括的には考察されることのなかった動物描写と感覚描写に丁寧な分析
を施し、それを通して、これらの描写がオーウェル作品の多様なテーマをより際立たせる役割を担っ
ていることを明らかにした。ただし、序論や結論の論述に不十分な点が散見し、個々の論証において
もときに緻密さを欠き、恣意的になりがちである点は惜しまれる。また、注の付け方にも工夫が必要
である点も指摘された。しかしながら、丹念に先行研究にあたった上で、オーウェルの重層的な文学
手法を解明しようとした本論文は、オーウェル研究に資するものであり、意義あるものと言える。 
本論文の研究成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示すものである。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。 
